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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】潰瘍性大腸炎（以下UC）とクローン病（以下CrD）は原因不明の特発性炎症性腸疾患である。腸管付属
リンパ装置のなかでも腸間膜リンパ節について、免疫組織化学的に検討を行った。 
【対象と方法】手術時に得た腸間膜リンパ節は最大長径にて半切し、使用した。UCの症例は手術時点の臨床的活
動性よりUC highグループ（n＝7）とUC lowグループ（n＝8）に分けた。CrDのグループは10例であった。Ki67、
FDC、CD3、CD19、HECA452、CD83、IgG、IgA、IgMを一次抗体として、免疫染色を行った。またUC highグルー
プではKi67とCD3、CD19の二重染色を行った。 
【結果】Ki67陽性細胞とFDC陽性細胞の集族として認識される胚中心の数は、UC highグループで0.41／mm2、
UC lowグループで1.74／mm2、CrDグループで1.72／mm2であり、UC highグループにおいて有意に減少していた。
またUC highグループではKi67陽性細胞が集族を形成することなくびまん性に認められた。UC highグループの
二重染色では、Ki67陽性細胞中のCD3陽性細胞が30.6 %、CD19陽性細胞が2.94%で、CD19陽性細胞が有意に多
かった。またUC highグループではIgG含有細胞が目立つ傾向にあった。一方CrDグループではCD3 陽性細胞領
域の拡大に一致して、CD83陽性の樹状細胞およびホーミングに関係するHECA－452陽性の高円柱上皮の有意な増
加が認められた。 
【結論】急性活動期のUCの病態での、胚中心を介さない特徴的なBリンパ球の関与が示唆された。またCrDで
は従来報告されているT細胞優位の免疫反応が腸間膜リンパ節でも生じていることが示された。腸間膜リンパ節
での免疫組織化学的な発現の差が、それぞれの疾患の病態を反映すると考えられた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の要 旨 
  潰瘍性大腸炎（UC）とクローン病（CrD）は原因不明の特発性炎症性腸疾患ある。本研究は、その病態解明を
目的とし、腸管付属リンパ装置のなかでも腸間膜リンパ節の役割に着目し、免疫応答に関して免疫担当細胞
を中心に、免疫組織化学的に検討を行った。 
対象は、手術を施行したUC 15例とCrD10例である。手術時に得た腸間膜リンパ節は最大長径にて半切し、
使用した。UCの症例は手術時点の臨床的活動性よりUC highグループ（n＝7）とUC lowグループ（n＝8）
に分けた。Ki67、FDC、CD3、CD19、HECA－452、CD83、IgG、IgA、IgMに対する各抗体を一次抗体として、
免疫染色を行った。またUC highグループではKi67とCD3、CD19の二重染色を行った。 
その結果､Ki67陽性細胞とFDC陽性細胞の集族として認識される胚中心の数は､UC highグループで0.41／mm2、
UC lowグループで1.74／mm2、CrDグループで1.72／mm2であり、UC highグループにおいて有意に減少して
いた。またUC highグループではKi67陽性細胞が集族を形成することなくびまん性に認められた。UC high
グループの二重染色では、Ki67陽性細胞中のCD3陽性細胞が2.9％、CD19陽性細胞が30.6％で、CD19陽性
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細胞が有意に多かった。またUC highグループではIgG含有細胞が目立つ傾向にあった。一方、CrDではCD3
陽性細胞領域の拡大に一致して、CD83陽性の樹状細胞およびホーミングに関係するHECA－452陽性の高内皮
細静脈が有意に増加していた。 
以上より、急性活動期のUCの病態での、胚中心を介さない特徴的なBリンパ球の関与が示唆された。ま
た CrDでは従来報告されている T細胞優位の免疫反応が、腸間膜リンパ節でも生じていることが示された。
腸間膜リンパ節での免疫組織化学的な発現の差が、それぞれの疾患の病態を反映すると考えられた。 
この成績は、UCとCrDの病態の差異を明らかにしたものであり、とくに、腸管膜リンパ節での免疫応答の
差が重要であることを示したことは独創的で、著者は博士（医学）の称号を授与されるに値するものと判定
した。 
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